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令和２年度 置賜広域病院企業団決算の概要  
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（１） 決 算の概 要  

◎ 経常収支は、経常収益 170 億 56 百万円、経常費用 161 億 74 百万

円、差引 8 億 82 百万円の黒字で、前年度より 6 億 8 百万円増加。

総収支は、12 億 4 百万円の純利益で、4 億 47 百万円増加。 
 

◎ 医業収支は、新型コロナの影響による入院・外来収益の減少等によ

り、前年度より 6 億 69 百万円悪化したが、新型コロナ関連の各種補助

金等（9 億 76 百万円）の受入れにより経常収支は黒字となった。 
 

◎ 基幹病院（総合病院＋救命救急センター）では、新型コロナの影響

を大きく受け、入院・外来患者数の減少により医業収益が減少し、医

業収支は 3 億 68 百万円悪化。 
 

◎ サテライト医療施設では、入院収益は増加したものの、外来収益の

減少及び医業費用の増加により、医業収支は 3 億 1 百万円悪化。 

  

（（１１））入入院院  

○ 入院収益は、新型コロナの影響等により患者数が減少し、2 億 27 百万円減少。 

○ 延患者数は 164,674 人で、前年度と比べ 17,804 人減少。 

○ 診療単価は 53,630 円。基幹病院は診療報酬改定等により 5,168 円増加。サテライトは、長井病院の 

人工透析入院患者の増及び南陽病院の地域包括ケア病床への入院患者の増により 1,192 円増加。 

 

 入院収益（百万円） 延患者数（人） 診療単価（円） 

 R2年度 対前年 R2年度 対前年 R2年度 対前年 

企業団全体 8,831 ▲227 164,674 ▲17,804 53,630 ＋3,990 

 基   幹 7,997 ▲249 133,871 ▲17,234 59,739 ＋5,168 

 サテライト 834 ＋22 30,803 ▲570 27,080 ＋1,192 

 

３３  各各指指標標のの状状況況  

  

（（２２））外外来来  

○ 外来収益は、新型コロナの影響等により患者数が減少し、1 億 34 百万円減少。 

○ 延患者数は 305,611 人で、前年度と比べ 18,641 人減少。 

○ 診療単価は 13,226 円。基幹病院は 782 円増加したが、サテライトでは南陽病院の人工透析廃止の 

影響等により 455 円減少。 

 

 外来収益（百万円） 延患者数（人） 診療単価（円） 

 R2年度 対前年 R2年度 対前年 R2年度 対前年 

企業団全体 4,042 ▲134 305,611 ▲18,641 13,226 ＋349 

 基   幹 3,245 ▲69 212,262 ▲16,207 15,286 ＋782 

 サテライト 797 ▲64 93,349 ▲2,434 8,542 ▲455 

 

１１  決決算算のの概概況況  
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２２  患患者者のの概概況況  

（２） 令和２年度決算                （単位：百万円） 

科目 企業団全体 
  

基 幹 サテライト 

 経常収益 A 17,056 14,596 2,460 

  医業収益 a 13,144 11,470 1,674 

  対前年 ▲465 ▲420 ▲44 

 医業外収益 3,912 3,126 786 

  うちコロナ補助金等 976 945 31 

 経常費用 B 16,174 13,802 2,372 

  医業費用 b 15,382 13,083 2,299 

  対前年 204 ▲53 256 

 医業外費用 793 719 73 

 医業収支 C (a-b) ▲2,238 ▲1,613 ▲625 

  対前年 ▲669 ▲368 ▲301 

 経常収支 D (A-B) 882 794 88

  対前年 608 636 ▲28

 特別損益 E 323 435 ▲113 

 総収支 D+E 1,204 1,229 ▲24 

  対前年 447 439 8 

 

（３） 病院ごとの医業収支の概要 

基幹病院 新型コロナ流行に伴う患者数の減少により、医業収支が悪化 

診療報酬改定等に伴い診療単価は増加したが、新型コロナ流行に伴う入院･外来患者数の

減少等により、医業収益は大幅に減少。一方、患者数の減に伴う薬品費の減少等により医業費

用も減少した結果、医業収支は前年度に比べ 3 億 68 百万円悪化した。 

長井病院 患者数の減少及び病院改築経費の増加により、医業収支が悪化 

新型コロナ流行に伴う入院･外来患者数の減少及び人工透析外来患者数の減少等により、医

業収益は減少。一方、病院改築関連経費（旧病棟解体に係る除却費）の増加等により医業費用

は増加し、医業収支は前年度に比べ 2 億 47 百万円悪化した。 

南陽病院 病院改築に伴う減価償却費の増加により、医業収支が悪化 

人工透析廃止（令和元年５月まで）に伴い外来患者数は減少したものの、入院患者数は増加

したため、医業収益は前年度並みとなった。一方、病院改築に伴う減価償却費の増加等により

医業費用は増加し、医業収支は前年度に比べ 59 百万円悪化した。 

川西診療所 派遣医師の給与費の減少により、医業収支は改善 

患者数及び診療単価ともに減少したため医業収益は減少。一方、派遣医師の給与費の減

少等により医業費用も減少した結果、医業収支は前年度に比べ 5 百万円改善した。 
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※端数処理のため合計額が一致しない箇所あり。 


